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災
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
は
「
被

災
者
」
と
ひ
と
く
く
り
に
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
性
別
、
年
齢
、

障
害
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
、
必

要
な
支
援
、
避
難
所
生
活
で
の
関

心
や
優
先
事
項
は
異
な
り
ま
す
。

被
災
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
立

場
を
考
慮
せ
ず
に
「
誰
に
対
し
て

も
同
じ
支
援
を
し
て
、
皆
平
等
」

と
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
と
、

必
要
な
支
援
を
得
ら
れ
な
い
人
が

生
み
出
さ
れ
る
原
因
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

人
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
て
防
災
体
制
を
築
く
こ
と
が
被

害
を
可
能
な
限
り
最
小
限
に
と
ど

め
、
復
旧
へ
の
近
道
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
人
の
多
様
さ
を
生
み

出
す
最
も
基
本
的
な
要
素
は
「
男

女
」
で
す
。

日
ご
ろ
の
防
災
訓
練
な
ど
で
中

心
的
な
役
割
を
担
う
、
自
主
防
災

会
や
区
に
お
い
て
、
女
性
は
活
動

な
ど
に
は
参
加
し
て
い
て
も
、
物

事
を
決
め
る
立
場
に
は
少
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

防
災
訓
練
の
方
法
を
決
め
る
と

き
や
、
災
害
時
に
必
要
な
も
の
を

揃
え
る
際
に
女
性
の
視
点
が
入
ら

な
い
と
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
お

き
る
で
し
ょ
う
か
。

男
女
ど
ち
ら
か
一
方
の
視
点
の

み
で
考
え
て
い
る
と
、
お
互
い
気

付
か
な
い
様
々
な
問
題
が
災
害
時

に
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
な
か
か
ら
、

男
女
共
同
参
画
の
課
題
を
意
識
し
、

家
庭
や
、
働
く
場
の
あ
り
方
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
せ

ず
、
柔
軟
な
考
え
を
持
っ
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
防
災
訓
練
な
ど
で
も

機
械
操
作
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
性
別
で
固
定
せ
ず
に
交
代
で
行

う
こ
と
で
、
実
際
に
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
よ
り
一
層
の
防
災
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

明
日
へ
の
備
え
は
、
日
常
の
再

確
認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

生活面・安全面の困難

①生活環境（プライバシー・衛生）

・仕切りや更衣室がない場合、プライバシーが確保できない

・入浴できない（乳幼児や要介護者は特に大変）

②物資の不足と配布方法の問題

・女性用品、育児用品、介護用品の不足

・男性のみによる物資の配布

③安全の問題

ハラスメント、ＤＶ、性暴力の発生

家庭・社会生活面の困難

①性別役割の顕在化

・ライフラインがない中での家事

・女性のみの炊き出しの負担

・避難所の責任者の大半は男性

②働くこと・収入を得ること

・女性は先に解雇される傾向

③避難生活の運営・復興への参画

・女性は議論に参加しにくい

●避難所生活になった場合、どのような問題が起きるのでしょうか

男
女
双
方
の
視
点
か
ら

考
え
た
防
災
対
策

日
ご
ろ
か
ら

見
直
す
こ
と
が
大
事

男女共同参画から考える
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昨
年
の

月

日
、
市
民
文
化

１２

１２

会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
下
田

市
と
静
岡
県
共
催
で
男
女
共
同
参

画
市
町
連
携
実
践
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
大
学
教
育
学
部
池
田
恵
子

い
け

だ

け
い

こ

教
授
の
講
演
や
市
内
各
地
区
の
自

主
防
災
会
長
、
賀
茂
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
会
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
す
市
民
懇
話
会
、
下
田
市
女
性

の
会
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
代
表

の
方
々
が
出
席
し
、
性
別
や
境
遇

な
ど
、
多
角
的
な
面
か
ら
下
田
市

に
お
け
る
今
後
の
防
災
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合
い
、

各
団
体
や
地
域
で
の
様
々
な
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
中
で
協

働
で
き
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

備
蓄
品
な
ど
に
女
性
用
品
が
無

い
こ
と
や
防
災
訓
練
の
内
容
の
定

型
化
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
高

齢
者
、
要
介
護
者
の
把
握
の
方
法

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て

い
く
き
っ
か
け
づ
く
り
の
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
は
当
た
り
前
過
ぎ

て
気
付
か
な
い
こ
と
、
そ
し
て
男

女
双
方
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
な

い
と
気
付
か
な
い
重
要
な
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
避
難

所
の
炊
き
出
し
な
ど
を
女
性
が
担

い
、
働
く
こ
と
も
で
き
ず
に
解
雇

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
更
衣
室
や

物
干
し
場
な
ど
、
男
女
別
に
分
け

て
欲
し
い
も
の
が
一
緒
に
さ
れ
て

い
た
り
、
ど
ち
ら
か
片
方
の
目
線

の
み
で
考
え
る
と
、
一
方
に
甚
大

な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

性
別
や
年
齢
、
障
害
が
あ
る
な

ど
、
様
々
な
立
場
の
人
が
地
域
活

動
に
参
加
し
、
方
針
決
定
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

活
か
し
た
防
災
対
策
」

セミナーでは、パネリストや参加者の方々から貴重な意見をいただきました。

・地域によって防災の意識に隔たりがある

・津波に備える前に、地震に強い家づくりをすることが重要

・自主防災会組織を女性が認識していない状況もあるので、女性に対する働き

かけも必要

・新しく組織を作るのではなく、既存の組織同士で連携すべきなのでは

・日中に災害が起きた場合、仕事などで外出していることが多いので状況把握

が必要

・災害発生時、避難を諦めてしまう老人にうまく働きかけられるのは女性の力

・実践に近い形式の防災訓練をみんなの意見で実施し、様々な問題点を洗って

いきたい

・市役所の防災係に女性を配置すべきではないか。

・他県では自主防災の組織率が４割のところもあるが静岡県は１００％。この土

台をうまく活かしていきたい。

セミナーにおける意見やアンケート結果

市
町
連
携
地
域
実男男男女問わず、多くの参加者が集まりました。男女問わず、多くの参加者が集まりました。市内各団体の様々な方がパネリストに市内各団体の様々な方がパネリストに

講演を頂いた静岡大学池田恵子教授講演を頂いた静岡大学池田恵子教授

践
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー


